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１．はじめに  

 三陸沿岸道路新気仙大橋 RC 床版工事においては，東北地方の厳しい自然環境および凍結防止剤が大量に散

布される供用環境に対して耐久性を確保するために，高炉セメントの使用を中心とする様々な対策が施された．

凍害に対しては，荷下ろし時の目標空気量を 5.5～6.9%と高めに設定する対策が施された．本稿では，施工後，

硬化コンクリート中に導入された空気量の計測結果について報告する． 

２．計測対象および空気量計測方法  

 空気量の計測対象は，新気仙大橋床版打設の試験施工において作製された，模型試験体である．床版部分の

寸法は，2300×3000×160mm であり，本施工と同様の施工方法で製作された．硬化後，RC 床版部からコアを２

本取り出し，所定の位置で切断を行って，断面の空気量を計測した．計測方法は ASTM C457 に定められた，リ

ニアトラバース法に従った．また，実橋床版においては，上面の空気量計測を数か所で実施した．なお，模型

試験体および実橋床版ともに，同じ材料・同じ配合のコンクリートが使用された．コンクリート配合を表-1

に示す．セメントには高炉セメント B種を，膨張材には低添加型の水酸化カルシウム系のものを使用した． 

３．模擬試験体コンクリートコアの空気量計測結果  

 模擬試験体から採取したコンクリートコアの空気量計測結果を図-1 に示す．空気量は，上面および下面の

表面で，比較的小さな値となったが，内部はいずれの深さにおいても目標値である 4.0±1.5%の範囲内に収ま

っており，十分な空気量が確保されていた．気泡間隔係数は，空気量の大小によらず，同程度の値となった．

図-2，3 に，気泡径分布を示す．表層と内部の気泡分布を比較すると，表層では，気泡径が 0.2mm 以上の比較

的大きな気泡が内部に比べて少ないことがわかる．この原因としては，表層は壁効果によって粗骨材が少なく，

エントラップトエアが抜けやすいこと，仕上げによって大きな気泡が除去されることなどが考えられる． 

キーワード 凍害，空気量，気泡間隔係数，高炉スラグ  
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図-1 模擬試験体コンクリートコアの空気量計測結果（リニアトラバース法） 

表-1 コンクリートの配合 
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４．実橋床版の空気量の計測結果  

 表-2 に，実橋床版の上面で計測した空気量および気

泡間隔係数を示す．実橋床版は 13 ブロックに分けてコ

ンクリートが打込まれた．このうち，空気量の計測は

第３，第８ブロックで行った．いずれのブロックにお

いても，模擬試験体の表面の計測値と同様の値が計測

された．第３ブロックでは，トロウェル仕上げを施した車道部と，トロウェルを使用しなかった中央分離帯と

でそれぞれ計測を行った．中央分離帯の方が，空気量が 1%程度大きいので，仕上げ方法が表層の空気量に影

響を与えていると考えられる．  

５．まとめ  

 模擬試験体の空気量分布の測定により，硬化後のコンクリートに所要の空気が連行されていることを確認し

た．ただし，ごく表層は壁効果や仕上げによって空気量が小さくなる傾向が確認された．表層空気量に対する

材料の影響や表層空気量の耐凍害性に対する影響については，今後，検討を進める必要がある． 
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略的イノベーション創造プログラム）「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」（管理法人：JST，研究

責任者：東京大学 前川宏一）の支援を受けて実施した． 

表-2 実橋床版上面の空気量計測結果 

計測箇所 空気量 気泡間隔係数

3 ﾌﾞﾛｯｸ車道部 2.15% 206m 
3 ﾌﾞﾛｯｸ中央分離帯 3.34% 217m 
8 ﾌﾞﾛｯｸ車道部 2.21% 214m 
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図-2 No.1 コンクリートコアの気泡径分布 

上面から 0 mm 上面から 7 mm 上面から 40 mm 上面から 153 mm

1.01 

図-3 No.2 コンクリートコアの気泡径分布 

上面から 0 mm 上面から 20 mm 上面から 40 mm 上面から 160 mm

下面から 0 mm

下面から 7 mm
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